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令和６年度 目黒区立月光原小学校 学校評価報告書 

 

１ 学校評価委員会の実施内容 

（１）第１回実施日時 令和７年１月１７日（金） 午前１１時３０分～午後１時００分 

            ・令和６年度の学校評価について 

２ 参加者 

 校長、副校長、小林光男様、高柳由美様、井上佳代子様 

 

３ 評価の結果等            ※四者…児童・生徒、保護者、地域の方、教職員のこと。 

評価項目 ◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む）  

次年度の教育活動の改善点  学校評価委員会での意見  

 

Ⅰ 学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度などに

ついて、家庭・地域との

連携、地域人材の活用な

どについて 

⦿「子どもたちの学校で

の様子」についての保

護者の肯定的評価は昨

年度同様 93％、「教職

員の児童、保護者への

接し方」については

88％から 92％に上昇す

る等、学校の雰囲気に

対する評価は良好であ

る。これは学級経営の

安定が大きく影響して

いると考えられる。 

児童の評価も概ね良好

だが、「学校は楽しい

か」という項目に対す

る低学年児童の肯定的

評価は 75％であり、昨

年度と比べて 11 ポイ

ント下がっている。こ

れは、多様な背景をも

った児童が増えてお

り、決められたカリキ

ュラムに則って学ぶ、

時間を見て動く、集団

生活をするといったこ

・今後も、児童が安心して学

校生活を送り、困ったとき

には気軽に相談できる環

境づくりに努める。そのた

めには、全ての学級におい

て、担任と児童の信頼関係

を築き、落ち着いた学級経

営を行うことが何より重

要である。 

・低学年での副担任制や、高

学年での一部教科担任制、

各学年での合同授業など

の取組を次年度も積極的

に取り入れ、複数の教員で

児童を育てていく。さら

に、養護教諭やスクールカ

ウンセラー等が日常的に

関わることで、児童が担任

以外にも相談できる環境

を整える。 

 

・特別支援教室の巡回教員や

巡回心理士、スクールカウ

ンセラー等と連携し、保護

者との連携のあり方、合理

・今の教育現場では、健全な

学校運営を進めるに当た

り、教職員に欠員を出さな

いようにすることがいか

に大切かということがよ

く分かった。 

 

・時代的背景、社会の変化、

授業時数等、様々なことを

鑑みて、学校の教育活動の

見直しを図っていくこと

は致し方ないことである。 

 ただ、見直しの中で、地域

性についても可能な限り

配慮していっていただき

たい。保護者・地域に対し

ては、地道に現状を伝えな

がら、理解を求めていくし

かない。 

 

 



とに対して抵抗感をも

つ児童が年々増えてい

ることが起因している

と推察する。 

 

「学校の教育活動に対

する満足感」について

は、保護者からは 81％

の肯定的評価を得た

が、昨年度の 86％から

は 5 ポイント下降し

た。行事のアンケート

等を見ると、今年度の

運動会を午前のみの開

催としたこと、そのた

めに競技内容も見直し

たことに対して、一部

否定的な意見が見られ

た。 

的配慮の提供も含め、特別

な支援を要する児童への

適切な指導・支援を進め

る。 

 

・学校行事の見直しは今後も

必要なことであるため、次

年度は児童・保護者・地域

の理解を得られるよう、よ

り丁寧に説明をしていく。 

Ⅱ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育内

容全体について 

◎保護者の肯定的評価は

昨年度同様 83％であり、

教員については 85％から

100％へと大きく上昇し

た。昨年度は学級経営や

子どもたちの友達関係に

課題が見られたため、教

育目標の「心豊かですな

おな子」を今年度の重点

項目としたことは、適切

だったと考えられる。 

 

・次年度は、教育目標の重点

項目を「すすんで学習する

子」とし、その背景や理由

を、年度当初に保護者に周

知する。 

また、教育目標や学校経営

方針を具現化するために、

実際の教育活動がどのよ

うに展開されているかに

ついて、学校だよりや学校

ホームページ等で適時伝

えていく。 

・学校だよりや学校ホームペ 

ージ等で、子どもたちの学 

習する様子を積極的に発 

信していっていただきた 

い。 

Ⅲ 心の教育について 

・道徳科の授業の充実や

児童・生徒の道徳的実践

力の向上に向けた取組

について 

◎「自分と友達の命を大

切にすることや思いやり

の心をもつ」ことについ

ては、保護者の肯定的評

価は 81％から 87％へ、教

員については 85％から

100％へと大きく上昇し

た。いじめが疑われる案

件に対して、初期段階か

・次年度も、各学級の安定を

重点とし、「総合質問紙調

査」（i-check）による結果

を分析し、学校・学級経営

の改善等に積極的に生か

していく。 

・「全職員で全児童を見守り

育てる」という基本方針を

引き続き徹底する。 

・特になし 



ら教員間での情報共有を

し、「学校いじめ対策委員

会」を開いて組織的に対

応に当たった成果と考え

る。 

・「学校いじめ防止基本方針」

及びいじめ防止のための

取組（いじめに関するアン

ケートの実施、SOSの出し

方や悩み相談に関する指

導等）について、保護者や

地域にも周知する。 

Ⅳ 学習指導等について  

・学力の定着・向上に向け

た授業の改善・充実、少

人数指導、主体的に学習

に取り組む態度等の取

組について  

・職場体験等体験活動、自

然宿泊体験教室、 

キャリア教育等の充実

について 

◎「学力の定着・向上に向

けた授業の実施」に対

する保護者の肯定的評

価が 75％から 86％へ

と、昨年度と比べて 10

ポイント以上上昇し

た。同時に「ＩＣＴ活用

による分かりやすい授

業の実施」に対する評

価も 79％から 87％へ

と 8 ポイント上昇して

いる。 

これは、学級経営の安

定やそれに伴う少人数

指導の維持、昨年度の

12 月より各教室に設

置された電子黒板を活

用した授業の実施が大

きく影響していると推

察する。 

・５、６年生は一部教科担任

制を、その他の学年でも合

同授業や交換授業を実施

し、教員の教科指導の専門

性と授業の質の向上を目

指す。 

・導入の工夫、発問の精選、

視覚的資料の工夫、他者と

の関わりや対話の重視等

により、児童の学習意欲を

喚起し、思考力・判断力・

表現力等を育成する。 

・ねらいを明確にし、学習計

画を児童と共有した授業

を実践することで、知識・

技能の確実な習得と個に

応じた指導の充実を図る。 

 また、学習過程や学習形態

の工夫をし、単元内自由進

度学習を取り入れること

で、指導の個別化を図り、

学びに向かう力等を育成

する。 

・特になし 

Ⅴ 体育・健康教育につい

て 

・体力向上、健康の促進に

向けた取組について 

◎「子どもの体力向上や

健康の促進への取組」

に対する保護者の肯定

的評価は、88％から

96％と 8 ポイント上昇

している。今年度は、校

庭改修で校庭使用がで

きなかった時期が 2 か

月近くあったが、新し

い人工芝に貼り換えら

・スポーツタイムの一層の充

実を図り、児童がさらに主

体的・意欲的に参加できる

ようにする。 

 

・学校健康トレーナーを積極

的に活用し、中休みに定期

的に自由参加のリズム体

操を実施することで、運動

の日常化を目指す。 

・特になし 



れて運動環境が良くな

ったことも影響してい

ると考える。 

 一方、「学校で運動した

り健康に気を付けたり

して生活しているか」

という項目に対する高

学年児童の肯定的評価

は 72％にとどまり、昨

年度より10ポイント下

がった。これは、校庭改

修のみならず、たび重

なる熱中症警戒アラー

トの発表により屋外で

運動できない期間が増

えたことも大きく影響

していると考えられ

る。 

Ⅵ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学年

交流活動、クラブ・部活

動の充実などについて 

◎「学校行事や児童会活

動、クラブ活動の活性

化」に対する保護者の

肯定的評価は、86％か

ら 94％と 8ポイント上

昇した。今年度は開校

90 周年の年であり、90

周年にちなんだイベン

トが多かったことも大

きく影響していると考

える。また、クラブ活動

で、児童の意見を吸い

上げた「推し活クラブ」

「あそびクラブ」が設

置されたことも、今年

度の新しい試みであ

り、高評価につながっ

たと推察する。 

・次年度は、学校行事を大き

く見直していく必要があ

るため、今年度と同様には

いかないことも多く予想

される。 

 児童にとってのより良い

学校生活を目指し、今年度

のクラブ活動のように工

夫できるところは工夫し

つつ、一方で、見直しが必

要なものについては、児

童・保護者・地域の理解を

得られるように、丁寧に説

明していく。 

・特になし 



Ⅶ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじめ

や不登校の現状と対応、

教員の関わり方、特別支

援教育への取組などに

ついて 

◎「子どもたちが落ち着

いた学校生活を送って

いる」という項目に対

する保護者の肯定的評

価は、68％から 83％へ

と、昨年度より 15 ポイ

ント上昇した。これは、

学級経営、専科経営の

安定が大きく影響して

いる。 

  

 

 

・授業が成立しないような場

面は見られなくなったが、

これは学級経営、専科経営

次第のため、常に教員の指

導力を向上させていく必

要がある。 

学校の決まりについては

最低限の決まりにすべく、

再度見直しを行った。 

不登校児童は昨年度に比

べて人数は減ったものの、 

個人個人で背景や状況が

大きく異なり、学校だけで

は対応が難しいケースも

増えており、外部の機関と

の連携がますます必要と

なっている。 

・特になし 

＜防災教育・安全指導＞  

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル教

育の充実、安全管理など

について 

◎保護者の肯定的評価

は、86％から 95％と大

きく上昇した。児童も、

自らの避難訓練への参

加態度を高く評価して

おり、教職員もそれを

褒め、認めている。 

・性犯罪や性暴力対策として

の「生命（いのち）の安全

教育」を各学年で年 1 回実

施する。 

・学校防災マニュアルや危機

管理マニュアルについて、

教職員間で共通理解を図

る。 

・全国各地で災害が続き、児 

童も保護者も、ここ数年で 

意識が高まってきている 

のではないか。 

＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区

の小学校との連携につ

いて 

・近隣の幼稚園・保育園と

の連携について 

◎保護者の肯定的評価

は、82％から 96％と大

きく上昇した。新しい

取組が増えた訳ではな

いが、コロナ禍で止ま

っていた活動が、ここ 2

～3 年で再開し、保護者

にも小中連携教育の様

子が大分理解されるよ

うになってきたと考え

られる。 

 げっこうはらこども園

との交流は、運動会や

展覧会等でも見られる

ため、保護者にも理解

・第七中学校が統廃合で南中

学校となることに伴い、小

中連携は、南中学校、碑小

学校、向原小学校、原町小

学校と、これまで以上に多

くの学校とともに考えて

いく必要がある。管理職、

教務主任、生活指導主任で

事前の打ち合わせを綿密

に行い、新しいやり方を検

討しながら実施する。 

・新しくなる小中連携や、新

しく始まるスタートカリ

キュラム、架け橋プログラ

ムについては、目的や具体

・来年度からの新しい取組に 

期待する。 



されやすいと考える。 的な取組について、保護者

や地域に対して明確に発

信していく。 

Ⅷ 情報の発信 

・学校の情報発信の充実

について 

◎保護者の肯定的評価の

割合は 92％と、良好で

ある。今年度の途中か

ら、学校だよりや学年

だより、ボランティア

募集のお知らせ、チラ

シ等を可能な限り紙媒

体でなく、保護者連絡

システムC4th Home & 

School による情報発

信に切り替えたたこと

で、連絡が迅速に伝わ

るようになった。 

 また、担任と保護者の

連絡も、保護者連絡シ

ステム C4th Home & 

School の連絡帳機能

の活用が進んだ。 

・引き続き、学校ホームペー

ジの充実に努めるととも

に、学習用情報端末を利用

した写真の提供や動画の

配信を積極的に行ってい

く。 

・保護者連絡システム C4th 

Home & School の機能を

有効に使い、引き続き紙媒

体での手紙配布を減らし

ていく。 

・引き続き、ＰＴＡ活動の一

環として、様々な教育活動

において保護者ボランテ

ィアを募り、日常的に保護

者が来校し、教育活動をサ

ポートしながら直接学校

の様子を参観できる機会

を設定する。 

・ＰＴＡ活動が完全任意とな 

って２年が経つが、状況は 

いかがか。一人一役をなく 

したことで、実際のところ 

問題はないか。 

Ⅸ 教員の人材育成につ

いて 

・日常の職務をとおして

専門性と協働性の育成、

教育公務員の自覚につ

いて 

◎教員の肯定的評価は

100％である。全員が自

信をもって肯定してい

る点は、評価できる。 

・今回の結果に甘んじること 

なく、今後も日常的な取組 

を積み重ねていく。 

・特になし 

Ⅹ 教員の働き方改革に

ついて 

・校務支援システムの活

用、「チーム学校」を意

識した業務分担等、組織

的な業務の効率化・最適

化について 

◎教員の 95％が「組織的 

 に業務の効率化・最適 

化を目指して取り組ん 

でいる」と評価してお 

り、昨年度と比べて 20 

ポイントと大きく上昇 

した。これも、学級経 

営、専科経営が安定し、 

一人一人が本来担うべ 

き仕事に力を注げたこ 

とが大きいと推察でき 

る。また、校務分掌の枠 

・学校経営において要となる 

のは、児童の日常を支える

学級経営であり、専科経 

営である。今後も、学級経 

営及び専科経営の安定を 

図れるよう、人的配置の工 

夫や組織的な対応を心掛 

けていく。 

 

・教員の笑顔を増やしていく

こと、保護者との円滑なコ

ミュニケーションが、学級

や学年、学校の安定につな

がるのではないか。 



を超えて、組織の中で 

助け合う場面も多く見 

られる等、職場の温か 

な雰囲気も大きな一助 

となっている。 

Ⅺ 服務事故の防止につ

いて 

・服務事故防止に向けた

取組などについて 

◎教員の肯定的評価は 

100％である。全員が、 

「日頃から服務事故防 

止に努めている」と明 

言できることは、率直 

に評価したい。 

・今後も定期的に、服務につ 

 いて改めて確認したり、自 

 分自身を見つめ直したり 

する機会を設定する。ま 

た、同僚に対して、気にな

ったことを伝え合えるよ

うな職場づくりを推進す

る。 

・特になし 

 

 

 


